
今
回
で
46
回
目
を
迎
え
る

宮
崎
県
高
校
総
合
文
化
祭
は
、

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）
に
始

ま
っ
た
。
第
１
回
大
会
は
吹
奏
楽
、

音
楽
、
美
術
、
書
道
、
演
劇
の
５

部
門
の
み
で
開
催
。
現
在
は
22
部

門
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

宮
崎
県
の
高
校
文
化
連
盟
は
全

国
の
組
織
が
で
き
る
７
年
前
に
は

す
で
に
結
成
さ
れ
、
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
他
の
県
の
指
導
的

役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
発
起
人

の
一
人
で
あ
る
後
藤
賢
三
郎
氏

（
初
代
高
文
連
会
長
）
は
、
「
高

体
連
は
あ
る
の
に
な
ぜ
今
日
ま
で

高
文
連
は
な
い
の
か
」
と
の
思
い

で
高
校
生
の
文
化
活
動
の
重
要
性

に
い
ち
早
く
気
付
き
組
織
化
に
取

り
組
ん
だ
。
発
足
当
時
「
私
は
こ

の
船
の
乗
組
員
に
『
安
全
な
航
海

を
祈
る
』
で
は
な
く
、
『
嵐
に
向

か
っ
て
進
め
』
と
申
し
上
げ
た
い
」

と
述
べ
、
宮
崎
の
高
校
生
の
文
化

活
動
の
指
針
を
示
し
た
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に

本
県
で
、
第
34
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
宮
崎
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
大
会
開
催
か
ら
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
5
ヶ
月
、
宮
崎
県
で
家
畜

の
伝
染
病
で
あ
る
口
蹄
疫
が
発
生

し
た
。
口
蹄
疫
は
感
染
率
が
高
く
、

感
染
し
た
家
畜
に
は
殺
処
分
が
求

め
ら
れ
る
他
、
家
畜
や
人
の
移
動

に
よ
る
感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
た

め
、
移
動
制
限
が
か
か
る
。
宮
崎

へ
の
往
来
を
忌
避
す
る
他
県
の
風

潮
が
強
ま
る
中
、
全
国
大
会
の
宮

崎
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
し

か
し
、
関
係
各
方
面
の
理
解
と
尽

力
に
よ
り
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
高
校
生
の
文
化
の
力

を
本
県
に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

宮崎県高文祭新聞 ２０２４年９月２１日

青春謳歌 ～みんなでつなぐ青春という名のバトン～

歴
史
を
振
り
返
る
大
会

「
青
春
謳
歌
～
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
青
春
と
い
う
名
の
バ
ト
ン
～
」
の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
さ
れ
る
今

年
の
宮
崎
県
高
総
文
祭
は
、
「
宮
崎
市
制
１
０
０
周
年
」
と
い
う
節
目
と
も
重
な
り
、
つ
な
い
で
い
く
バ
ト

ン
を
み
つ
め
、
歴
史
を
振
り
返
る
大
会
と
な
っ
た
。
文
化
部
の
歴
史
と
高
校
生
の
歴
史
を
大
宮
高
校
新
聞
部

で
た
ど
っ
て
み
た
。

全
国
大
会
を
本
県
で
開
催

口
蹄
疫
発
生
を
乗
り
越
え
て

宮崎県高文祭新聞 ２０２４年９月２１日

宮
崎
県
高
文
祭
新
聞

宮崎大宮高校
新聞部

第７７期

Ｈ・Ａ

Ｋ・Ｋ

Ｔ・Ｙ

Ｋ・Ｙｚ

Ｇ・Ｙ

Ｍ・Ｓ

Ｋ・Ｙu

Ｉ・Ｎ

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）
発
足

「
嵐
に
向
か
っ
て
進
め
」

初
代
高
文
連
会
長
の
思
い

第
４
回
高
文
祭
パ
レ
ー
ド
の
様
子

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
は
演
劇
・
音

楽
・
美
術
・
書
道
・
吹
奏
楽
の
５
部
門
の
み

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
開
催

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
無
事
開
催
さ
れ
た
２

０
１
０
年
の
全
国
高
文
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
様

子
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←1979年に作ら

れた高文連シン

ボルマーク

高
校
生
は
若
く
て
可
能
性
に
満
ち
て
い

る
。
遊
び
や
勉
強
、
部
活
動
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う

職
業
は
誰
か
を
笑
顔
に
で
き
る
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
。
絵
が
好
き
な
人
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
（
Ｉ
）

日
高
さ
ん
の
作
品
の
一
つ
に
「
日
本
の

ひ
な
た
宮
崎
県
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
す
る
き
っ
か
け
は
、
県
か
ら
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
依
頼
を
さ
れ
た

こ
と
。
初
め
は
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

作
成
す
る
依
頼
だ
っ
た
が
、
コ
ン
セ
プ
ト

を
考
え
て
い
く
際
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。
宮
崎
出
身
の

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
、
依
頼
を
受
け
て
か
ら
完
成
ま
で

に
１
年
か
か
っ
た
と
い
う
。
地
域
に
よ
っ

て
様
々
な
気
候
や
方
言
、
県
民
性
が
あ
る

宮
崎
県
に
共
通
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
熟

考
し
た
結
果
「
ひ
な
た
」
と
い
う
言
葉
が

浮
か
ん
だ
と
話
す
。
マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ

た
想
い
は
宮
崎
の
温
暖
な
気
候
や
自
然
、

人
の
温
か
さ
で
、
温
か
み
の
あ
る
同
心
円

状
の
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
デ

ザ
イ
ン
し
た
時
に
意
識
し
た
こ
と
は
、
温

か
さ
を
感
じ
る
マ
ー
ク
に
す
る
た
め
に
、

あ
え
て
手
描
き
風
に
こ
だ
わ
っ
た
。
普
段

東
京
で
仕
事
を
し
て
い
る
日
高
さ
ん
だ
が
、

故
郷
宮
崎
で
の
仕
事
に
は
力
が
入
る
そ
う

だ
。
ニ
シ
タ
チ
や
温
暖
な
気
候
、
食
の
豊

か
さ
、
の
ん
び
り
と
し
て
い
る
県
民
性
な

ど
、
大
人
に
な
っ
て
宮
崎
の
魅
力
を
再
確

認
し
た
日
高
さ
ん
。
宮
崎
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
培
っ
た
経

験
値
を
還
元
し
た
い
と
話
し
た
。

（
Ｇ
）

GReeeeNのロゴマーク、アートワークをてがける

１
９
７
９
年
に
高
文
連

が
立
ち
上
が
り
、
高
文
連
の

マ
ー
ク
募
集
が
始
ま
っ
た
。

日
高
さ
ん
が
日
向
学
院
生
だ
っ

た
時
、
美
術
の
先
生
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

高
文
連
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

に
応
募
し
た
そ
う
だ
。
応
募

総
数
２
３
０
点
の
中
か
ら
高

文
連
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

決
ま
っ
た
。
今
か
ら
44
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
作
成
す
る
に
当
た

り
、
緑
豊
か
な
宮
崎
の
明
る

さ
、
高
校
生
ら
し
い
快
活
さ
、

宮
崎
ら
し
さ
を
表
し
た
い
と

思
っ
た
そ
う
だ
。
県
の
木
で

あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
高
文

連
の
「
文
」
、
緑
豊
か
さ
を

表
す
た
め
に
緑
色
を
ポ
イ
ン

ト
に
す
る
な
ど
と
い
っ
た
工

夫
を
こ
ら
し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。
ま
た
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
作
成
し
た
当
時
、

デ
ジ
タ
ル
は
発
達
し
て
お
ら

ず
、
す
べ
て
手
書
き
で
書
い

た
そ
う
だ
。
（
Ｋ
Ｙ
ｚ
）

緑豊かな宮崎の明るさと高校生の快活さを表現

1980年（昭和55年）。高校生

のころに日髙さんがデザイン

した高文連のマーク

宮崎の高校生の歴史をたどる作業の中で、４４年前に高文連のシンボルマークをデザ

インした高校生に着目した。その方はのちにデザイナーとなり、GReeeeNや「日本のひな

た宮崎県」などのロゴマークをデザインした方、プロのアートディレクターである日髙

英輝さんだとわかり、取材を申し込んだ。取材の中で、高文連マークに込めた思い、仕

事への向き合い方、マーク作成のエピソードなど貴重な話を聞くことができた。

高文連マークの考案者にインタビュー

平
成
22
年
に
全
国
高
文
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
、
５
６
７
点
の
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
ハ
ニ
ア
」
。
平
成

23
年
に
県
高
文
連
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
な
っ
た
。

大
学
時
代
に
愛
読
し
た
「
「
グ
リ
ッ
ツ
」

と
い
う
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
か
ら
社
名
を

考
え
た
と
い
う
。
ロ
ー
マ
字
の
と
き
の
文
字

面
の
良
さ
と
、
濁
音
や
小
さ
い
音
が
含
ま
れ

て
い
て
歯
切
れ
よ
い
「
グ
リ
ッ
ツ
」
と
い
う

言
葉
は
、
語
呂
や
言
葉
の
響
き
が
い
い
も
の

を
求
め
て
い
た
日
髙
さ
ん
の
心
に
し
っ
く
り

来
た
。
辞
書
に
載
ら
な
い
「gritz

」
と
い
う

こ
の
単
語
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

道
を
目
指
し
て
い
た
日
髙
さ
ん
に
と
っ
て

「graphic
design

」
と
頭
文
字
が
同
じ

「G

」
に
な
る
こ
と
も
、
こ
の
社
名
に
決
定

し
た
理
由
の
1
つ
だ
。
（
Ｍ
）

宮
崎
の
高
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

事
務
所
の
名
称
の
由
来

「
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
小
学
５
年
生

く
ら
い
の
と
き
か
ら
表
現
す
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
そ
う
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
日
髙
さ
ん
は
音
楽
や
友
だ
ち
の
影
響
も

あ
り
、
高
校
生
の
こ
ろ
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
う
職
業
を
目
指
し
て
い
た
そ
う
で
、
日
向

学
院
高
等
学
校
初
の
芸
術
学
部
進
学
を
果
た

し
た
そ
う
だ
。
（
Ｔ
）

日
髙
さ
ん
は
大
学
を

卒
業
後
上
京
。
２
つ
の

デ
ザ
イ
ン
会
社
を
渡
り

歩
い
た
の
ち
に
独
立
し
、

現
在
の
デ
ザ
イ
ン
制
作

会
社G

ritzD
esign

を

立
ち
上
げ
る
。
そ
の
中

で
、
デ
ビ
ュ
ー
前
の
、

あ
る
覆
面
ボ
ー
カ
ル
グ

ル
ー
プ
の
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ

た
。
そ
の
時
に
制
作
し

た
の
が
、
こ
のG

R
eee

eN

の
ロ
ゴ
で
あ
る
。
歯

科
医
大
に
在
籍
す
る
学

生
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ

め
た
曲
が
多
い
こ
と
か

ら
、
歯
を
見
せ
た
ス
マ

イ
ル
の
ロ
ゴ
を
考
案
。

１
つ
の
作
品
を
生
み
出

す
過
程
で
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
何
度
も
打
合
せ
、

全
て
の
情
報
を
ひ
き
だ

し
、
た
く
さ
ん
の
時
間

を
重
ね
る
そ
う
だ
。

大人になって再認識した宮崎の良さを表現

アートディレクター
日髙英輝氏

1962年宮崎生まれ。2001年東
京でグリッツデザイン設立。

現在に至る。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
原
点
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第４回大会
第９回大会百人一首

第１４回大会放送

第６回大会吹奏楽

第２０回大会囲碁
第１３回大会書道

第１１回大会写真
第１３回大会合唱

第４０回記念大会

第２１回大会将棋

第１３回大会美術

第１０回大会弁論

第２７回大会

第６回大会パレード

第９回大会吹奏楽

第１４回大会演劇

宮
崎
の
高
校
生
、
こ
の
百
年
一
九
二
四
～
二
〇
二
四

男
女
別
の

高
校
教
育

男
子
は
旧
制
中
学
校

女
子
は
高
等
女
学
校

１
９
２
０
・
３
０
年
代

旧制宮崎中学校と宮崎高等女学校（ともに１９３０年代）

戦
時
色
濃
く
な
り
ゆ
く
時
代

昭
和
天
皇
が
旧
制
中
学
校
を
訪
問

１
９
３
５
年（
昭
和
10
年
）

旧制宮崎中学校で行われた
屋外教練（１９４１年ごろ）

旧制宮崎中学校を訪れた昭和天皇

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験

２
０
２
０
年
～

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が

高
校
入
学

１
９
６
０
年
代

宮
崎
大
宮
高
校
新
聞
部
は
１
９
４
８

年
に
活
動
を
始
め
、
同
年
に
第
一
号
を

発
刊
し
た
。
戦
後
民
主
主
義
化
が
謳
わ

れ
る
中
で
、
生
徒
自
ら
が
作
る
新
聞
は

大
い
に
注
目
を
集
め
た
。
当
時
は
新
聞

社
に
印
刷
を
依
頼
し
、
生
徒
に
有
料
で

販
売
し
た
。
県
内
企
業
の
広
告
を
掲
載

し
、
と
き
に
は
他
県
に
ま
で
取
材
に
赴

く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
第
77
期
を

迎
え
る
今
日
ま
で
、
新
聞
部
員
ら
は
校

内
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
事

象
に
つ
い
て
疑
問
提
起
し
、
発
信
し
て

き
た
。
現
在
活
動
す
る
八
名
の
部
員
皆

で
、
今
後
と
も
大
宮
高
校
の
歴
史
を
刻

ん
で
い
く
。
（
Ｋ
Ｋ
）

男
女
共
学
開
始

大
宮
高
校
新
聞
部
発
足

１
９
４
８
年

重
厚
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
宮
崎

県
庁
は
、
県
庁
舎
と
し
て
は
全
国
で
は

４
番
目
、
九
州
で
は
最
古
を
誇
る
。
１

９
２
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は

宮
崎
県
に
も
不
況
を
も
た
ら
し
、
失
業

対
策
と
し
て
１
９
３
２
年
に
建
設
さ
れ

た
。
（
Ｋ
Ｙ
ｕ
）

１
９
８
６
年
に
始
ま
っ
た
バ
ブ
ル
経

済
に
よ
り
資
産
価
値
が
上
昇
。
日
本
は

好
景
気
を
迎
え
た
。
バ
ブ
ル
経
済
の
真
っ

只
中
に
計
画
さ
れ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

１
９
９
３
年
に
開
業
さ
れ
た
オ
ー
シ
ャ

ン
ド
ー
ム
は
、
赤
字
が
続
き
、
２
０
０

７
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
２
０
１
７
年
に
解

体
さ
れ
た
。
（
Ｔ
）

世
界
恐
慌

と

バ
ブ
ル
経
済

１
９
３
０
年
代

と

１
９
８
０
年
代

県
庁

と

オ
ー
シ
ャ
ン
ド
ー
ム

初代編集長渡辺綱纜氏に取材
する大宮高校新聞部部員

今
か
ら
１
０
０
年
前
の
高
校

で
は
、
男
女
が
席
を
同
じ
く
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
男
子
は
旧

制
中
学
校
、
女
子
は
高
等
女
学

校
へ
と
別
々
に
入
学
。
男
性
と

女
性
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い

た
。
女
学
生
は
、
科
学
技
術
な

ど
よ
り
も
家
事
や
裁
縫
に
重
き

を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ

た
。
女
性
は
男
性
を
支
え
る
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
今
男
女
と
も
に
自
由
に
、

そ
し
て
平
等
に
進
学
し
、
勉
強

で
き
て
い
る
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
な
い
。
（
Ｍ
）

戦
争
の
影
響
は
、
教
育
の
場

ま
で
広
が
っ
た
。
軍
事
教
練
が

重
要
な
科
目
に
な
り
、
制
服
が

カ
ー
キ
色
に
変
更
さ
れ
た
り
、

教
育
勅
語
が
重
視
さ
れ
た
り
と

学
校
生
活
は
戦
時
色
が
濃
い
も

の
と
な
っ
た
。
１
９
３
５
年

（
昭
和
15
年
）
に
は
、
昭
和
天

皇
が
旧
制
宮
崎
中
学
校
を
行
幸

し
た
。
戦
時
中
、
現
大
宮
高
校

で
も
金
属
回
収
で
正
門
の
鉄
扉

が
撤
去
さ
れ
た
り
、
学
徒
動
員

が
行
わ
れ
「
平
和
の
塔
」
の
建

設
作
業
に
学
生
が
駆
り
出
さ
れ

た
り
し
た
。
戦
争
に
青
春
が
振

り
回
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

（
Ｇ
）

二
十
二
本
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
使
命

第１３回大会書道

全国高文祭

第９回大会吹奏楽

第１０回大会百人一首

第２７回大会文芸

こ
の
グ
ラ
フ
は
宮
崎
県
の
中

学
校
卒
業
者
数
の
変
化
を
示
し

て
い
る
。
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

昭
和
37
年
か
ら
昭
和
40
年
に
か

け
て
卒
業
生
が
増
加
し
て
い
る
。

原
因
と
し
て
昭
和
22
年
か
ら
昭

和
24
年
に
発
生
し
た
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
た
ち

が
成
長
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約

３
５
０
０
０
人
が
中
学
を
卒
業

し
た
。
（
Ｉ
）

２
０
２
０
年
か
ら
流
行
し
始
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

学
生
に
も
大
い
に
影
響
を
与
え

た
。
マ
ス
ク
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
学
校
行
事
や
部
活
動
の
大

会
が
な
く
な
る
な
ど
の
学
校
生

活
に
も
縛
り
が
設
け
ら
れ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
影
響
に

よ
り
休
校
や
緊
急
物
資
の
運
送
、

マ
ス
ク
不
足
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
買
い
占
め
な
ど
社
会
現

象
も
起
き
る
な
ど
、
悪
い
影
響

を
多
く
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
普
及
に
よ

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
が
一

層
進
む
な
ど
の
良
い
影
響
も
与

え
た
。
（
Ｋ
Ｙ
ｚ
）

マスク着用・リモート交流などの感染対策がとられたうえで
開催された2021年の高総文祭の様子

高
文
祭
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大宮高校新聞部第一号
１９４８年７月発行


